































まさにこのような意味における自己であり 一般的な意味連関におけ 「自我」や「自己」という名辞 は限定不可能な「実存（自己）」である。神秘的合一の当処で自覚され 実存とは 誤解を恐れず 咀嚼して述べ ならば、「一般的な意味連関において認識された〝私〟とは異なる〝真のわたし〟」であり、そのよう 実存への覚醒が神秘と呼ばれる現象である。　
してみると、神秘思想における「実存への省察」という局面を照射するならば、そこにはある種の普遍性が見出さ
れる。そのため、世界宗教と呼ばれる宗教 限っても、キリスト教におけ ドイツ 思想、仏教における密教、イスラム教における神秘主義哲学、ユダヤ教のハシディズム いったような さまざまな様態 「神秘思想」と呼ば
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る思想形態が存するのであり、それは、アニミスティックなものをも含めて、およそ「宗教」と規定される様々な場に存するのである。小稿 主題から外 る イスラム教神秘主義哲学とハシディズムについて述べておけば、イスラム教神秘主義哲学の一派である存在一性論学派においては、修道者が「完全人間」となることを目指す。存在一性論学派の中でもイブン・アラビー（一一六五～一二四〇）の弟子達が体系化した存在論では、存在の最上位 して神の本質そのもの あ 「絶対的一性」 否定的一性）、神の名と属性の領域として一なる神と多なる世界との結節点である「相対的一性」（肯定的一性）、そしてその下位に属する「世界」が規定される。修行者は修道の過程において、「相対的一性」を体験し、「絶対的一性」の次元に至った後、再び世界へと立ち返ることで完全になる され、完全人間となる途上においては、人格神アッラーの名・属 はもちろん、本質まで 験す ことが きるとされる
（２）
。




























































じくして面授する（倶時 面授）とされる。この「倶時の面授」は、歴史的な師資相承の系譜 は大きな径庭が存するかに見えるが、時の流れに沿って嗣続 た歴史的な 授 系譜と、時の流れにいっさい左 されず、すべてが同時に行われる「倶時の面授」との間における径庭は、「優曇華」巻 おける釈尊の成道に関する説示によって解決される。









い。そのため、 優曇華」巻に挙げられる、止むこと ない「釈尊の成道と迦葉への付法」は、「優曇華」巻の「如来」のところに「如浄」を挿入したとしても何ら問題はないであろう。その意味において、如浄が「正法眼蔵を、過去・現在・未来の十方に聚会する仏祖に正伝す」と説示されて の ある。これと同趣旨の説示 「伝衣」巻にも見られ、









現在・未来の、いずれの時点を切り取ってみたとしても、そこで るものは「仏から仏へ 付法 のみであり、もはや、その本質に何らか 差異 見出すことは不可能である。 の点か は べての時間は差異を失い、「今」や「而今」に収斂される。　
面授嗣法の当処には、釈尊の成道と迦葉への付法が、歴史的な仏祖らの個としての性質を保ちながら、同時に現成































する在り方の一断面を表現したものであり、単純な「仏法の相続」のみを意味する語ではないこと 明らかであろ 。  面授により、仏祖の慧命を嗣いだことが自得された後においても、行を実践すること自体に変化はないが、真理と










































 V, S. 403 ）とされ
る。つまり、離脱の無は の本質を本質 ままに受容することである。 が離脱の観点から見た 魂の内における神の子の誕生」であるが、離脱とは 「い なるあるも であることも欲しない」（
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いう同質性が明らかにされる。こ が魂の「神性の無への突破」への根拠と り、離脱の実践に伴う無に徹することによって、人間は真に無なる神との合一を果たすのである。離脱は神秘的合一への準備・条件ではなく、「一」な真理 没入した当処においても ままで り、離脱という在り方でし あり得ないことにな 。つまり 離脱は無窮に継続されるのである。　
そして、離脱を通して「神性の無」に徹し続ける魂の具体性は、実践的生の直中へと還元される。エックハルト































生へと回帰する（上田閑照氏 述べる「非神秘主義」的立場）。道元においては、『正法眼蔵』の「洗浄」・「洗面」・「神通」といった諸巻、『赴粥飯法』・『知事清規』といった諸文献を見れば明らかであり、エックハルトについても、先述したマルタとマリア 例に明らかであ 。（
ii）における一如・合一の徹底化さえも、そ だけでは
















性・能動性にまつわる講説であると思われる。つまり、 いかな 相対性に 動機付けられな 〝わたし〟 と う実存への視点である。日常的社会生活は、流動的に て止まる とはないが、それらは くま 表層に過ぎず、言う
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実践的生における叡智の躍動をわ われ 予感せ むるに、そして冒頭 設定された問題へと立ち戻るならば、その本格的探求への動機付けとして差 当たっては十分であろう。
諸仏如来をしては、本地の法楽をまし、覚道の荘厳をあらたにす。および十方法界・三途六道の群類、みなともに一時に身心明浄にして、大解脱地 証 本来面目現ずるとき、諸法みな正覚を証会し、万物ともに仏身を使用して、すみやかに証会の辺際を一超して、覚樹王に端坐し、一時に無等等の大法輪 転じ、究竟無為の深般若を開演す（『弁道話』、二巻・四六三頁）。あなたたちが私の心で考えられるならば、私の言うことがよく理解され はずだ。なぜ ら、それは真理であり、真理そのものがそれを語っているからである（
D
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 "Zen is a religious m
anifestation that has severed 
itself from
 its historical antecedents. Buddhism





into a religion of revelation, becom
es here a m
ysticism
 of the hum
an person, a m
ysticism
 outside of history, no longer bound to 
any unique event " （
M
artin Buber, The origin and m
eaning of H
asidism
























ことなきは、すなはち自受用三昧その標準なり。この三昧に遊戯するに、端坐参禅を正門とせり」（『弁道話』、二巻・四六〇頁）、「先師古仏云、参禅者、身心脱落也、祇管打坐始得、不要焼香・礼拝・念仏・修懺・看経。あきらかに仏祖の眼睛を抉出しきたり 仏祖の眼睛裏に打坐すること、四五百年よ こ かたは、ただ先師ひとりなり 震旦国に斉肩すくなし。打坐の仏法なること、仏法は打坐なることをあきらめた 、まれなり。たとひ打坐を仏法と体解すと ふとも、打坐を打坐としれる いまだあらず。いはんや 法を仏法と保任するあらんや」（「三昧王三昧」巻 二巻・一七八頁）。
（
16）「仏祖の大道、かならず無上の行持あり 道環して断絶せず、発心・修行・菩提・涅槃、しばらくの間隙あらず、行持道環な
り。このゆゑに、みづからの強為にあらず、他 強為にあらず、不曽染汚の行持なり」（「行持」巻、一巻・一四五頁）、「阿耨多羅三藐三菩提は かならず出家の即日に成就するなり。しかあれども、三阿僧祇劫に修証し、無量阿僧祇劫に修証するに有辺・無辺に染汚する あらず、学人しるべし」（「出家功徳」巻、二巻・二八一頁）。
（
17）「すでに修の証なれば、証にきはなく、証の修なれば、修にはじめなし。……すでに証をはなれぬ修あり われらさいはひに一
分の妙修を単伝せる、初心の辨道すなはち一分の本証 無為の地にう なり。しるべし 修をはなれぬ証 染汚せざらしめんがために、仏祖、しきりに修行のゆるく べからざるとをしふ。妙修を放下 れば、本証、手の中にみてり 本証 出身すれば、
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のであった。また、直近の弟子達が残した証言に目を向けると 経豪は『正法眼蔵』を注釈する に「仏法上の事」（『正法眼蔵抄』「現成公案」など）という語を用いるが 「仏法上」とは真理と読み換えて差し支えなく、道元が真理の立場より真理を語っているとし、ヨハネス・タウラー（
Johannes Tauler, 一三〇〇頃～六一）は「（エックハルトは）真理を語っている」（香








かが問題なのではなく、むしろ人生が何を我々から期待しているか 問題なのである。そ こ を我々 学ばねばならず た絶望している人間に教えねばならない る。哲学的に誇張して言えば、ここではコペルニクス的転回が問題なのであ と言
― 268 ―
えよう。すなわち人生の意味を問うのではなく、我々自身が体験されるのである。人生は我々に毎日毎時、問いを提出し、我々はその問いに、詮索や口先ではなくて、正しい行為によって応答しなけ ばならないのである。人生というのは結局、人生の意味の問題に正しく答えるということ、人生が各人に課する使命を果たすこと、日々の務めを行なうこと 対する責任を担うことに他ならない」（『夜と霧―ドイツ強制収容所の体験記録―』、フランクル著作集一、みすず書房、一九六一年、一八二～八三頁）という実践的生への重要な提言に基づく。稿者は、このフランクルの思索を、二〇 八年一一月一〇日、上智大学に於いて行われたシンポジウム「グローバル化に直面しての〈宗教的霊性〉の刷新的適応と〈いのちの倫理〉の統合的構築」におけ 、片柳榮一氏の口頭発表「真摯さ 場所」によって知るとともに 片柳氏 ご発表から、小稿 成にあたっての多大なる示唆を得た。
